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ｱﾙﾊﾞﾀﾞ式逆ｶﾞﾘﾚｵﾌｧｲﾝﾀﾞｰは図1の様な光路を取ります。

逆ｶﾞﾘﾚｵの視度とｱﾙﾊﾞﾀﾞの視度（図1の場合は絞りから像面までの距離）を合わせる事によってﾌｧｲﾝﾀﾞｰを覗いた際、ﾌｧｲﾝﾀﾞｰ像に視野枠像が重なって見る事が出来ます（図2）。







G2R2面には図3の様に中心部は透過、周辺部はｱﾙﾐ蒸着を施しており、逆ｶﾞﾘﾚｵの光線は中心部を通ります。

ｱﾙﾊﾞﾀﾞの光線はG4R2に図4の様な形状にﾒｯｷした箇所に光線があたり反射した光線がG2R2面の周辺部のｱﾙﾐ蒸着部に当たり反射して眼に届きます。
ｱﾙﾐ蒸着を中抜きにしている事で、逆ｶﾞﾘﾚｵの光線もｱﾙﾊﾞﾀﾞの光線も半分程度しか眼には届かない様になっています。ﾌｧｲﾝﾀﾞｰを覗くと図2の様に周辺部は暗くなります。
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